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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　符号化又は復号化の方法の一部として、高分解能シーケンスと呼ばれる高分解能インタ
ーレースピクチャのシーケンスの中のピクチャの少なくとも１つの画素ブロックについて
、低分解能シーケンスと呼ばれる低分解能プログレッシブピクチャのシーケンスの中の前
記ピクチャに関連する動きデータから少なくとも１つの動き予測子を生成する方法であっ
て、各インターレースピクチャはボトムフィールドと交互にされたトップフィールドを有
し、時間基準は、各プログレッシブピクチャ及びインターレースピクチャの各フィールド
と関連付けられる方法において、
　高分解能ピクチャのトップフィールド又はボトムフィールドと同じ時間基準を有する低
分解能ピクチャの少なくとも１つの画素ブロックに関連する動きデータから、少なくとも
１つのフレーム動き予測子を生成するステップと、
　前記高分解能ピクチャのトップフィールド又はボトムフィールドと同じ時間基準を有す
る前記低分解能ピクチャの少なくとも１つの画素ブロックに関連する動きデータから、少
なくとも１つのフィールド動き予測子を生成するステップと
　を有する、ことを特徴とする方法。
【請求項２】
　前記高分解能シーケンスの時間周波数が前記低分解能シーケンスの時間周波数に等しい
場合に、当該方法は、
　ピクチャの水平方向における水平層間比及びピクチャの垂直方向における垂直層間比を
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有して、前記高分解能ピクチャのトップフィールドと同じ時間基準を有する前記低分解能
ピクチャの少なくとも１つの画素ブロックに関連する動きデータをサブサンプリングする
ことによって、１つのトップフィールド動き予測子を生成するステップと、
　ピクチャの水平方向における前記水平層間比及びピクチャの垂直方向における前記垂直
層間比を有して、前記高分解能ピクチャのボトムフィールドと同じ時間基準を有する前記
低分解能ピクチャの少なくとも１つの画素ブロックに関連する動きデータをサブサンプリ
ングすることによって、１つのボトムフィールド動き予測子を生成するステップと
　を有し、
　前記水平層間比は、前記高分解能ピクチャの幅を前記低分解能ピクチャの幅で割り算し
たものに等しく、前記垂直層間比は、前記高分解能ピクチャのフィールドの高さを前記低
分解能ピクチャの高さで割り算したものに等しい、請求項１記載の方法。
【請求項３】
　前記高分解能シーケンスの時間周波数が前記低分解能シーケンスの時間周波数の２倍に
等しい場合に、当該方法は、ピクチャの水平方向における水平層間比及びピクチャの垂直
方向における垂直層間比を有して、前記高分解能ピクチャのトップフィールド又はボトム
フィールドと同じ時間基準を有する前記低分解能ピクチャの少なくとも１つの画素ブロッ
クに関連する動きデータをサブサンプリングすることによって、１つのトップフィールド
動き予測子又は１つのボトムフィールド動き予測子のいずれかを生成するステップを有し
、
　前記水平層間比は、前記高分解能ピクチャの幅を前記低分解能ピクチャの幅で割り算し
たものに等しく、前記垂直層間比は、前記高分解能ピクチャのフィールドの高さを前記低
分解能ピクチャの高さで割り算したものに等しい、請求項１記載の方法。
【請求項４】
　前記少なくとも１つのフレーム動き予測子は、ピクチャの水平方向における水平層間比
及びピクチャの垂直方向における垂直層間比を有して、前記高分解能ピクチャのトップフ
ィールド又はボトムフィールドと同じ時間基準を有する低分解能ピクチャの少なくとも１
つの画素ブロックに関連する前記動きデータをサブサンプリングすることを含み、
　前記水平層間比は、前記高分解能ピクチャの幅を前記低分解能ピクチャの幅で割り算し
たものに等しく、前記垂直層間比は、前記高分解能ピクチャの高さを前記低分解能ピクチ
ャの高さで割り算したものに等しい、請求項１記載の方法。
【請求項５】
　当該方法は、
－　前記高分解能シーケンスの時間周波数が前記低分解能シーケンスの時間周波数に等し
い場合に、
　　・前記高分解能ピクチャのトップフィールドと同じ時間基準を有する低分解能ピクチ
ャの前記少なくとも１つの画素ブロックに関連するテクスチャデータ、及び
　　・前記高分解能ピクチャのボトムフィールドと同じ時間基準を有する低分解能ピクチ
ャの前記少なくとも１つの画素ブロックに関連するテクスチャデータ、及び
　　・前記高分解能ピクチャのボトム又はトップフィールドのうちの１つと同じ時間基準
を有する低分解能ピクチャの前記少なくとも１つの画素ブロックの夫々に関連するテクス
チャデータ
　の少なくとも１つから、前記少なくとも１つの画素ブロックについて、少なくとも１つ
のテクスチャ予測子を生成するステップと、
－　前記高分解能シーケンスの時間周波数が前記低分解能シーケンスの時間周波数の２倍
に等しい場合に、前記高分解能ピクチャのトップフィールドと同じ時間基準を有する低分
解能ピクチャの前記少なくとも１つの画素ブロックに関連するテクスチャデータから、前
記少なくとも１つの画素ブロックについて、少なくとも１つのテクスチャ予測子を生成す
るステップと
　を更に有する、請求項１記載の方法。
【請求項６】
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　前記低分解能ピクチャに関連する動きデータは運動ベクトルを有する、請求項１乃至５
のうちいずれか一項記載の方法。
【請求項７】
　ＭＰＥＧ－４ＡＶＣ規格に従ってエンコードされる低分解能ピクチャから高分解能ピク
チャをエンコードする方法によって用いられる、請求項６記載の方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、高分解能インターレースシーケンスのピクチャについて、少なくとも１つの
動き予測子及び必要に応じて少なくとも１つのテクスチャ予測子を、動きデータから及び
必要に応じて低分解能プログレッシブシーケンスのピクチャに関連するテクスチャデータ
から生成する方法に関する。
【背景技術】
【０００２】
　空間スケーラビリティを用いた階層符号化方法が知られている。スケーラビリティは、
複数の分解能及び／又は品質のレベルでの復号化を可能にするよう情報をスタガする能力
を表す。より具体的には、このような符号化方法によって生成されるデータストリームは
、幾つかのレベル、具体的に、基本レイヤ及び１又はそれ以上の拡張レイヤに分けられる
。かかる方法は、単一のデータストリームを可変な伝送状態（帯域幅、誤り率等。）へ並
びに顧客の期待及び彼らの受信器の様々な性能（ＣＰＵ、ディスプレイ装置の仕様等。）
へ適合させるために使用される。空間スケーラビリティの具体的な事例では、シーケンス
の低分解能ピクチャに対応するデータストリームの部分は、高分解能ピクチャに対応する
データストリームの部分とは無関係にデコードされ得る。他方で、シーケンスの高分解能
ピクチャに対応するデータストリームの部分は、低分解能ピクチャに対応するデータスト
リームの部分からのみデコードされ得る。
【０００３】
　空間スケーラビリティを用いた階層符号化は、低分解能ピクチャに関して並びに、高分
解能ピクチャに関しては、基本レイヤと呼ばれる第１のデータ部分及び拡張レイヤと呼ば
れる第２のデータ部分から、基本レイヤをエンコードすることを可能にする。通常、高分
解能ピクチャの各マクロブロックは、従来の予測モード（例えば、双方向予測モード、直
接モード、前方予測モード等。）に従って時間的に予測され、あるいは、実際には、レイ
ヤ（層）間予測モードに従って予測される。後者の場合には、動きデータ（例えば、ブロ
ック、場合により、ベクトル及び基準ピクチャインデックスへのマクロブロックのパーテ
ィション。）及び、必要に応じて、高分解能ピクチャの画素ブロックに関連するテクスチ
ャデータは、低分解能ピクチャの画素ブロックに関連する動きデータ又はテクスチャデー
タから推定又は継承される。しかし、かかる既知の方法によっては、このような予測子は
、低分解能シーケンスが漸進的（プログレッシブ）であって且つ高分解能シーケンスが飛
び越し走査（インターレース）をされる場合には生成され得ない。
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　本発明は、先行技術の欠点の少なくとも１つを解消することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００５】
　本発明は、高分解能シーケンスと呼ばれる高分解能インターレースピクチャのシーケン
スの中のピクチャの少なくとも１つの画素ブロックについて、低分解能シーケンスと呼ば
れる低分解能プログレッシブピクチャのシーケンスの中の前記ピクチャに関連する動きデ
ータから少なくとも１つの動き予測子を生成する方法に関する。各インターレースピクチ
ャは、ボトムフィールドと交互にされたトップフィールドを有する。各プログレッシブピ
クチャ及びインターレースピクチャの各フィールドは、それと時間基準を関連付けている
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。当該方法は、特に、
－　前記高分解能シーケンスの時間周波数が前記低分解能シーケンスの時間周波数に等し
い場合に、前記少なくとも１つの画素ブロックについての前記少なくとも１つの動き予測
子を、
　　・高分可能ピクチャのトップフィールドと同じ時間基準を有する低分解能ピクチャの
少なくとも１つの画素ブロックに関連する動きデータから、及び／又は
　　・高分解能ピクチャのボトムフィールドと同じ時間基準を有する低分解能ピクチャの
少なくとも１つの画素ブロックに関連する動きデータから生成し、且つ、
－　前記高分可能シーケンスの時間周波数が前記低分解能シーケンスの時間周波数の２倍
に等しい場合に、前記少なくとも１つの画素ブロックについての前記少なくとも１つの動
き予測子を、前記高分解能ピクチャのトップフィールドと同じ時間基準を有する低分解能
ピクチャの少なくとも１つの画素ブロックに関連する動きデータから生成することを可能
にする。
【０００６】
　有利に、前記高分解能シーケンスの時間周波数が前記低分解能シーケンスの時間周波数
に等しい場合に、前記少なくとも１つの動き予測子は、ピクチャの水平方向における水平
層間比及びピクチャの垂直方向における垂直層間比によって前記高分解能ピクチャのトッ
プフィールドと同じ時間基準を有する低分解能ピクチャの少なくとも１つの画素ブロック
に関連する動きデータをサブサンプリングすることにより生成される。
【０００７】
　他の実施例に従って、前記高分可能シーケンスの時間周波数が前記低分解能シーケンス
の時間周波数に等しい場合に、前記少なくとも１つの動き予測子は、ピクチャの水平方向
における水平層間比及びピクチャの垂直方向における垂直層間比によって前記高分解能ピ
クチャのボトムフィールドと同じ時間基準を有する低分解能ピクチャの少なくとも１つの
画素ブロックに関連する動きデータをサブサンプリングすることにより生成される。
【０００８】
　他の実施例に従って、前記高分解能シーケンスの時間周波数が前記低分解能シーケンス
の時間周波数の２倍に等しい場合に、前記少なくとも１つの動き予測子は、前記少なくと
も１つの画素ブロックについて、ピクチャの水平方向における水平層間比及びピクチャの
垂直方向における垂直層間比によって前記高分解能ピクチャのトップフィールドと同じ時
間基準を有する低分解能ピクチャの少なくとも１つの画素ブロックに関連する動きデータ
をサブサンプリングすることにより生成される。
【０００９】
　本発明に従う方法は、また、
－　前記高分解能シーケンスの時間周波数が前記低分解能シーケンスの時間周波数に等し
い場合に、前記少なくとも１つの画素ブロックについての少なくとも１つのテクスチャ予
測子を、
　　・前記高分解能ピクチャのトップフィールドと同じ時間基準を有する低分解能ピクチ
ャの少なくとも１つの画素ブロックに関連するテクスチャデータから、及び／又は
　　・前記高分解能ピクチャのボトムフィールドと同じ時間基準を有する低分解能ピクチ
ャの少なくとも１つの画素ブロックに関連するテクスチャデータから、及び／又は
　　・前記高分解能ピクチャのボトム又はトップフィールドのうちの１つと同じ時間基準
を有する低分解能ピクチャの少なくとも１つの画素ブロックの夫々に関連するテクスチャ
データから生成し、且つ、
－　前記高分解能シーケンスの時間周波数が前記低分解能シーケンスの時間周波数の２倍
に等しい場合に、前記少なくとも１つの画素ブロックについての少なくとも１つのテクス
チャ予測子を、前記高分解能ピクチャのトップフィールドと同じ時間基準を有する低分解
能ピクチャの少なくとも１つの画素ブロックに関連するテクスチャデータから生成するこ
とを可能にする。
【００１０】
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　望ましくは、前記低分解能ピクチャに関連する動きデータは運動ベクトルを有する。
【００１１】
　有利に、当該方法は、低分解能ピクチャから高分解能ピクチャをエンコードする方法に
よって及び低分解能ピクチャから高分解能ピクチャをデコードする方法によって用いられ
る。
【００１２】
　望ましくは、前記低分解能ピクチャは、ＭＰＥＧ－４ＡＶＣ規格に従ってエンコードさ
れる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１３】
　本発明は、添付の図面を参照して与えられる、限定ではない例となる実施形態及び有利
な実施によって、より良く理解され且つ表されうる。
【００１４】
　本発明は、高分解能シーケンスと呼ばれる高分解能インターレースピクチャの順序シー
ケンスの中のピクチャについて、低分解能シーケンスと呼ばれる低分解能プログレッシブ
ピクチャの順序シーケンスの中の前記ピクチャから、少なくとも１つの動き予測子及び必
要に応じてテクスチャ予測子を生成することにあるレイヤ間予測方法に関する。シーケン
スは、ピクチャのグループ（ＧＯＰ）に分けられる。各高分解能ピクチャは、ボトムフィ
ールドと交互にされるトップフィールドを有する。図１及び２では、インデックスｋのイ
ンターレースピクチャは、トップフィールドｋＴ及びボトムフィールドｋＢから構成され
、プログレッシブピクチャは、そのインデックスｋによって参照される。時間基準は、プ
ログレッシブシーケンスの各ピクチャ及びインターレースシーケンスの各フィールドと関
連付けられる。高分解能フィールドと呼ばれる高分解能ピクチャのフィールド及び同じ時
間基準を有する低分解能ピクチャは、垂直に同期する。ＬＲピクチャとも呼ばれる低分解
能ピクチャは、幅ｗ（ｗは画素又は列の数を表す。）及び２ｈの高さ（２ｈは画素又は行
の数を表し且つ２及びｈの乗算を意味する。）を有する。ＨＲピクチャとも呼ばれる高分
解能ピクチャは、幅Ｗ（Ｗは画素又は列の数を表す。）及び２Ｈの高さ（２Ｈは画素又は
行の数を表し且つ２及びＨの乗算を意味する。）を有する。高分解能ピクチャの各フィー
ルドは、幅Ｗ及び高さＨを有する。記載される実施例では、インターレースピクチャは、
フィールドピクチャモードでエンコードされ得る。即ち、各フィールドは別個のピクチャ
としてエンコードされる。あるいは、インターレースピクチャは、フレームピクチャモー
ドでエンコードされ得る。即ち、２つのフィールドは一緒にエンコードされる。ピクチャ
の行は０から番号を付され、従って、第１の行は偶数行であり、第２の行（番号１）は奇
数行である。
【００１５】
　従って、本発明は、高分解能シーケンスのピクチャについて又は高分解能シーケンスの
少なくとも１つの画素ブロックについて、少なくとも１つの動き予測子及び必要に応じて
少なくとも１つのテクスチャ予測子を生成することにある。高分解能ピクチャ又は高分解
能ピクチャの少なくとも１つの画素ブロックに関連するテクスチャ予測子は、その画素テ
クスチャデータ（例えば、輝度値及び必要に応じてクロミナンス値。）の夫々と関連した
ピクチャ又は予測ブロックであって、出典ＪＶＴ－Ｐ２０２、J.Reichel、H.Schwarz、M.
Wien、“Joint　Scalable　Video　Model　JSVM3　Annex-S”と題された文献ＩＳＯ／Ｉ
ＥＣ　ＭＰＥＧ＆ＩＴＵ－Ｔ　ＶＣＥＧの項S8.3.6.4及びS8.5.14.2に記載される、テク
スチャに適用されるＥＳＳ（拡張空間スケーラビリティ（Extended　Spatial　Scalabili
ty）の略語）方法のようなテクスチャのサブサンプリング方法に従って、少なくとも１つ
のピクチャ（即ち、フィールド。）又は低分解能ピクチャの少なくとも１つの画素ブロッ
ク（即ち、フィールドの少なくとも１つの画素ブロック。）に関連するテクスチャデータ
から生成されるピクチャ又は予測ブロックである。前出の文献は、以下でＪＳＶＭ３と呼
ばれる。高分解能ピクチャ又は高分解能ピクチャの少なくとも１つの画素ブロックに関連
する動き予測子は、関連する動きデータ（例えば、パーティショニングの種類、場合によ
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り、運動ベクトルが指し示す基準ピクチャを識別することを可能にする基準ピクチャイン
デックス。）である予測ピクチャ又は予測ブロックとして定義される。動き予測子は、Ｊ
ＳＶＭ３の項S8.4.1.6.3に記載される、動きに適用されるＥＳＳ方法又は、動きに適用さ
れるＥＳＳ方法から得られる、以下で記載される変形ＥＳＳ方法のような、動きサブサン
プリング方法に従って、少なくとも１つのピクチャ（即ち、フィールド）又は低分解能ピ
クチャの少なくとも１つの画素ブロック（即ち、フィールドの少なくとも１つの画素ブロ
ック）と関連する動きデータから生成される。図３でＭＥＳＳと呼ばれる変形ＥＳＳ方法
は、具体的に、高分解能インターレースシーケンス及び／又は低分解能インターレースシ
ーケンスを処理することを可能にする。より具体的には、それは、高分解能ピクチャの高
さ又は幅が低分解能ピクチャのものよりも小さい場合を扱うことを可能にする。この場合
は、図２によって表される。図２で、高分解能ピクチャのトップ又はボトムフィールドの
高さＨ（Ｈ＝５４０）は、低分解能ピクチャの高さ２ｈ（２ｈ＝７２０）よりも小さい。
更に、それは、有利に、本発明に従う予測方法が階層符号化又は復号化方法によって使用
される場合に、無効な運動ベクトル、即ち、利用できない基準ピクチャを指し示すベクト
ルを含む動き予測子を有することを回避することを可能にする。例えば、図２を参照して
、低分解能ピクチャ５は、先に処理されるよう、時間的に低分解能ピクチャ６を参照する
ことができる。しかし、高分解能フィールド２Ｂは、フィールド２Ｂが処理される場合に
時間的に依然として利用可能でない高分解能フィールド３Ｔを参照することはできない。
【００１６】
　変形ＥＳＳ方法に従って、中間の動き予測子は、低分解能ピクチャに関連する動きデー
タ、より具体的には、低分解能ピクチャのマクロブロックの夫々に関連する動きデータを
、ピクチャの垂直方向で又はピクチャの水平方向で又はそれら両方の方向で、２によって
サブサンプリングをすることによって生成される。２によるサブサンプリングの方法は、
ピクチャの垂直方向においては、かかる中間予測子の高さが高分解能ピクチャの高さより
も大きい限り繰り返され、また、ピクチャの水平方向においては、かかる中間予測子の幅
が高分解能ピクチャの幅よりも大きい限り繰り返される。サブサンプリングは、具体的に
、画素ブロックに関連する運動ベクトルの座標を２で割ることにある。例えば、図５を参
照すると、できる限り画素ブロックに分けられた低分解能ピクチャの２つのマクロブロッ
クＭＢ１又はＭＢ２に基づいて、中間動き予測子のマクロブロックＭＢが生成される。マ
クロブロック内の画素ブロックの大きさは、そのマクロブロックの上に示されている。例
えば、図５の上から２番目の例では、マクロブロックＭＢ１は分けられておらず、マクロ
ブロックＭＢ２は８×１６画素の２つのブロックに分けられており、これら２つのマクロ
ブロックから生成されるマクロブロックＭＢは４つの８×８ブロックに分けられる。この
８×８ブロックのうちの２つは４×８ブロックに分けられている。基準ピクチャのインデ
ックスは、マクロブロックＭＢ内の８×８画素サイズのブロックの間で画一にされ、マク
ロブロックＭＢ内の分離されたイントラタイプのブロックは、動きに適用される、ＪＳＶ
Ｍ３に記載されたＥＳＳレイヤ間予測方法と同じように削除される。高分解能ピクチャに
関連する動き予測子は、このようにして生成された最後の中間動き予測子から、ピクチャ
の水平方向ではＷ／ｗｉに及びピクチャの垂直方向では２Ｈ／２ｈｉに等しい層間比を有
してＥＳＳ方法を適用することによって生成される。ここで、ｗｉ及び２ｈｉは、夫々、
生成された最後の中間動き予測子の幅及び高さである。更に、各予測マクロブロックに関
し、動きベクトル継承（inheritance）方法は、無効な運動ベクトル、即ち、時間的な機
能停止処理において利用可能でないフィールド又はフレームピクチャを指し示すベクトル
を生成しないように変形される。この場合に、予測マクロブロックＭＢ＿ｐｒｅｄに関連
する全ての運動ベクトルが有効でないならば、レイヤ間動き予測はこのマクロブロックに
ついては認められない。さもなければ、即ち、ベクトルの少なくとも１つでも有効である
ならば、動きに適用されるＥＳＳ予測方法が使用される。
【００１７】
　図１乃至４に表される本発明に従う方法は、ピクチャに関し記載されるが、ピクチャの
一部、具体的にはピクチャのブロック、例えばマクロブロックに適用可能である。図３の



(7) JP 5148503 B2 2013.2.20

10

20

30

40

50

左側部分は、図１中のインデックスｋの高分解能ピクチャに関連するテクスチャ予測子の
生成を表す。かかるテクスチャ予測子は、低分解能シーケンスの時間周波数が高分解能シ
ーケンスの時間周波数の半分に等しい場合に、次の通りに生成される（例えば、低分解能
シーケンスはＣＩＦフォーマットでのプログレッシブシーケンス、即ち、３５２×２８８
画素、３０Ｈｚであり、高分解能シーケンスはＳＤフォーマットでのインターレースシー
ケンス、即ち、７２０×５７６画素、６０Ｈｚである。）：
　・　Ｗ×２Ｈの大きさを有するフレームテクスチャ予測子は、ステップ３０で、ピクチ
ャの水平方向ではＷ／ｗに及びピクチャの垂直方向では２Ｈ／２ｈに等しい層間比を有し
てテクスチャ予測ＥＳＳ方法を適用することによって、インデックスｋの低分解能ピクチ
ャのテスクチャデータから生成される；更に
　・　Ｗ×Ｈの大きさを有するテクスチャ予測子は、ステップ３１で、前のステップ３０
で生成されたフレームテクスチャ予測子を垂直にサブサンプリングすることによって、即
ち、その偶数行を保つことによって、高分解能ピクチャのトップフィールドに関して生成
される。
【００１８】
　このような特定の場合において、テクスチャ予測子はボトムフィールドに関しては生成
されない。ボトムフィールドがトップフィールドの前にエンコードされる場合（“ボトム
フィールド・ファースト”モード）では、テクスチャ予測子はトップフィールドに関して
は生成されず、Ｗ×Ｈの大ききを有するテクスチャ予測子が、フレームテクスチャ予測子
を垂直にサブサンプリングすることによって、即ち、その奇数行を保つことによって、高
分解能ピクチャのボトムフィールドに関して生成される。
【００１９】
　図３の右側部分は、低分解能シーケンス及び高分解能シーケンスの時間周波数が等しい
場合に、図２のインデックスｋの高分解能ピクチャに関連するテクスチャ予測子の生成を
表す（例えば、低分解能シーケンスは７２０ｐフォーマットでのプログレッシブシーケン
ス、即ち、１２８０×７２０画素、６０Ｈｚであり、高分解能シーケンスは１０８０ｉフ
ォーマットでのインターレースシーケンス、即ち、１９２０×５４０画素、６０Ｈｚであ
る。）：
　・　Ｗ×２Ｈの大きさを有する第１の中間フレームテクスチャ予測子は、ステップ３２
で、ピクチャの水平方向ではＷ／ｗに及びピクチャの垂直方向では２Ｈ／２ｈに等しい層
間比を有してＥＳＳ方法を適用することによって、インデックス２ｋの低分解能ピクチャ
のテクスチャデータから生成される；
　・　Ｗ×Ｈの大きさを有するテクスチャ予測子は、ステップ３４で、前のステップ３２
で生成された第１の中間フレームテクスチャ予測子を垂直にサブサンプリングすることに
よって、即ち、その偶数行を保つことによって、高分解能ピクチャのトップフィールドに
関して生成される；
　・　Ｗ×２Ｈの大きさを有する第２の中間フレームテクスチャ予測子は、ステップ３３
で、ピクチャの水平方向ではＷ／ｗに及びピクチャの垂直方向では２Ｈ／２ｈに等しい層
間比を有してＥＳＳ方法を適用することによって、インデックス２ｋ＋１の低分解能ピク
チャのテクスチャデータから生成される；
　・　Ｗ×Ｈの大きさを有するテクスチャ予測子は、ステップ３５で、前のステップ３３
で生成された第２の中間フレームテクスチャ予測子を垂直にサブサンプリングすることに
よって、即ち、その奇数行を保つことによって、高分解能ピクチャのボトムフィールドに
関して生成される；更に
　・　Ｗ×２Ｈの大きさを有するフレームテクスチャ予測子は、ステップ３６で、ボトム
フィールド及びトップフィールドに夫々関連するテクスチャ予測子を飛び越し走査するこ
とによって生成される。
【００２０】
　しかし、現在のＧＯＰの最後のピクチャに関して、Ｗ×２Ｈの大きさを有するフレーム
テクスチャ予測子は、ピクチャの水平方向では１に及びピクチャの垂直方向では２に等し
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い層間比を有してＥＳＳ方法を適用することによって、高分解能ピクチャのトップフィー
ルドに関連するテクスチャ予測子から生成される。
【００２１】
　高分解能シーケンスのＧＯＰの最後のボトムフィールド（図２中の４Ｂを参照。）は、
対応する低分解能ピクチャ（図２中の９を参照。）が次のＧＯＰに属するために、予測子
を有さない。
【００２２】
　図１中のインデックスｋの高分解能ピクチャに関連する動き予測子は、低分解能シーケ
ンスの時間周波数が高分解能シーケンスの時間周波数の半分に等しい場合に、図４によっ
て表される以下の方法で生成される：
　・　Ｗ×Ｈの大きさを有する動き予測子は、ステップ４０で、上述された変形ＥＳＳ方
法を、ピクチャの水平方向ではＷ／ｗに及びピクチャの垂直方向ではＨ／２ｈに等しい層
間比を有して適用することによって、インデックスｋの低分解能ピクチャの動きデータか
ら高分解能ピクチャのトップフィールドに関して生成される；更に
　・　Ｗ×２Ｈの大きさを有するフレーム動き予測子は、ステップ４１で、上述された変
形ＥＳＳ方法を、ピクチャの水平方向ではＷ／ｗに及びピクチャの垂直方向では２Ｈ／２
ｈに等しい層間比を有して適用することによって、インデックスｋの低分解能ピクチャの
動きデータから生成される。
【００２３】
　このような特定の場合において、動き予測子はボトムフィールドに関しては生成されな
い。ボトムフィールドがトップフィールドの前にエンコードされる場合（“ボトムフィー
ルド・ファースト”モード）では、動き予測子はトップフィールドに関しては生成されず
、Ｗ×Ｈの大ききを有する動き予測子が、フレーム動き予測子を垂直にサブサンプリング
することによって、即ち、その奇数行を保つことによって、ボトムフィールドに関して生
成される。
【００２４】
　他の場合では、即ち、低分解能シーケンス及び高分解能シーケンスの時間周波数が等し
い場合では、図２中のインデックスｋの高分解能ピクチャの動き予測子は、図４で表され
る以下の方法で生成される：
　・　Ｗ×Ｈの大きさを有する動き予測子は、ステップ４２で、高分解能ピクチャのトッ
プフィールドに関して、上述される変形ＥＳＳ方法を、ピクチャの水平方向ではＷ／ｗに
及びピクチャの垂直方向ではＨ／２ｈに等しい層間比を有して適用することによって、イ
ンデックス２ｋの低分解能ピクチャの動きデータから生成され、然るべく生成された基準
ピクチャインデックスは２で割られる；
　・　Ｗ×Ｈの大きさを有する動き予測子は、ステップ４３で、高分解能ピクチャのボト
ムフィールドに関して、上述された変形ＥＳＳ方法を、ピクチャの水平方向ではＷ／ｗに
及びピクチャの垂直方向ではＨ／２ｈに等しい層間比を有して適用することによって、イ
ンデックス２ｋ＋１の低分解能ピクチャの動きデータから生成される；更に
　・　Ｗ×２Ｈの大きさを有するフレーム動き予測子は、ピクチャの水平方向ではＷ／ｗ
に及びピクチャの垂直方向では２Ｈ／２ｈに等しい層間比を有して変形ＥＳＳ方法を適用
することによって、インデックス２ｋ又は２ｋ＋１の低分解能ピクチャの動きデータから
生成される。
【００２５】
　変形例に従って、図４中でＰ１及びＰ２で参照され、Ｗ×２Ｈの大きさを有する２つの
動きフレーム予測子は、１つＰ１がインデックス２ｋの低分解能ピクチャから、もう１つ
Ｐ２がインデックス２ｋ＋１のピクチャから、ピクチャの水平方向ではＷ／ｗに及びピク
チャの垂直方向では２Ｈ／２ｈに等しい層間比を有して変形ＥＳＳ方法を適用することに
よって生成される。
【００２６】
　変形例に従って、テクスチャ及び動き予測子は、シーケンスの各ＧＯＰの最後のピクチ
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子を生成すべく、図１及び２で表されるように、低分解能シーケンスの対応するＧＯＰ及
び次のＧＯＰをデコード及び記憶することが必要である。
【００２７】
　当該方法が符号化方法によって使用される場合には、全ての動き予測子（又はテクスチ
ャ予測子）は、所与の基準、例えば速度歪み基準に従って最も適切なものを選択するため
に生成され得る。当該方法が復号化方法によって使用される場合には、単一の動き予測子
（又は単一のテクスチャ予測子）が生成され、この予測子の種類はビットストリームにお
いて特定される。
【００２８】
　当然、本発明は前出の例となる実施形態に限定されない。具体的には、いわゆる当業者
は、記載される実施例に対して如何なる変形を施すことも可能であり、また、それらの実
施例を組み合わせて、様々な効果を得ることができる。例えば、本発明に従う方法は、高
分解能ピクチャの一部へ適用され得る。実際には、低分解能ピクチャの画素ブロックに関
連する動き及び／又はテクスチャデータから高分解能ピクチャの画素ブロック（例えば、
１６×１６画素の大きさを有するマクロブロック。）に関し動き及び／又はテクスチャ予
測子を生成することが可能である。同様に、本発明は、インターレースピクチャのトップ
フィールドが最初に表示される場合（“トップフィールドファースト”の事例）について
記載されてきたが、トップフィールド及びボトムフィールドを逆にすることによって、ボ
トムフィールドが最初に表示される場合（“ボトムフィールドファースト”の事例）に直
接に拡張され得る。更に、本発明は、また、幾つかの高分解能シーケンス（即ち、幾つか
の拡張レイヤ。）の場合にも拡張され得る。更に、本発明は、有利に、ピクチャ又はビデ
オのシーケンスをエンコード（符号化）又はデコード（復号化）する方法によって使用さ
れる。望ましくは、低分解能ピクチャのシーケンスは、文献ＩＳＯ／ＩＥＣ１４４９６－
１０で定義されるＭＰＥＧ４　ＡＶＣ符号化規格（“Information　technology　－　Cod
ing　of　audio-visual　objects　－　Part10：Advanced　Video　Coding”）に従って
エンコードされる。
【図面の簡単な説明】
【００２９】
【図１】低分解能ピクチャのプログレッシブシーケンスと、低分解能シーケンスの２倍の
時間周波数を有する高分解能ピクチャのインターレースシーケンスとを表す。
【図２】低分解能ピクチャのプログレッシブシーケンスと、低分解能シーケンスと同じ時
間周波数を有する高分解能ピクチャのインターレースシーケンスとを表す。
【図３】低分解能ピクチャのシーケンスが漸進的であって且つ高分解能ピクチャのシーケ
ンスが飛び越し走査をされる場合に本発明に従うテクスチャ予測子の生成方法を表す。
【図４】低分解能ピクチャのシーケンスが漸進的であって且つ高分解能ピクチャのシーケ
ンスが飛び越し走査をされる場合に本発明に従う動き予測子の生成方法を表す。
【図５】低分解能ピクチャの２つのマクロブロックＭＢ１及びＭＢ２のピクチャの水平方
向での係数２によるサブサンプリングと、対応する予測子マクロブロックＭＢ＿ｐｒｅｄ
に関して結果として生じるパーティショニングとを表す。
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